
　

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

慶
野
松
原
を
守
る
た
め
、
市
教
育

委
員
会
で
は
一
月
二
十
三
日
、
地

元
の
方
三
人
に
慶
野
松
原
巡
視
員

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、「
慶
野

松
原
を
美
し
く
す
る
会
」
で
清
掃

や
保
全
活
動
な
ど
を
続
け
て
い
る

久
代
勝
さ
ん
、
増
井
敏
さ
ん
、
原

茂
雄
さ
ん
。

　

同
会
は
昭
和
四
十
一
年
、
松
帆

慶
野
地
区
住
民
約
百
人
で
結
成
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
松
葉
の
清

掃
や
苗
木
の
定
植
活
動
な
ど
を
続

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
高

さ
二
、三
メ
ー
ト
ル
に
成
長
し
た

幼
松
の
幹
や
枝
が
折
ら
れ
、
盗
ま

れ
る
被
害
が
目
立
ち
始
め
た
こ
と

か
ら
、
松
原
を
管
理
す
る
市
教
育

委
員
会
と
相
談
。
市
で
は
清
掃
活

動
時
で
も
不
審
者
な
ど
に
注
意
を

促
す
こ
と
の
で
き
る
巡
視
員
制
度

を
創
設
し
、
監
視
体
制
を
強
化
し

ま
し
た
。

　

久
代
さ
ん
は
、「
慶
野
松
原
は

淡
路
の
宝
。
大
切
な
松
を
守
る
活

動
を
続
け
、
巡
視
員
も
増
や
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

市政ひろば

3

市
政
ひ
ろ
ば

淡
路
の
宝
・
慶
野
松
原
を
守
る
巡
視
員
を
委
嘱

▲清掃活動に励む久代さん

2
広報 

2006.3.1発行

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
目

的
を
明
確
に
し
な
が
ら
客
観
的
に

検
証
を
行
い
、
よ
り
効
率
的
・
効

果
的
で
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
行

政
運
営
を
進
め
る
た
め
、「
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
す
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

「
収
入
以
上
の
支
出
を
し
な
い
身

の
丈
に
あ
っ
た
行
政
経
営
」と「
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
生
産
性
の
高

い
行
政
経
営
」
を
目
指
し
、
職
員

の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
事
務
事
業

の
改
善
・
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

二
月
六
日
か
ら
二
十
三
日
に
か

け
て
全
職
員
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
、
担
当
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
評
価
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

　

評
価
は
、
事
業
担
当
課
に
よ
る

「
一
次
評
価
」
と
庁
内
職
員
で
構

成
す
る
評
価
委
員
会
に
よ
る
「
二

次
評
価
」
で
行
い
、
評
価
に
従
っ

て
事
業
の
見
直
し
や
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
住
民
代
表
等
に
参

加
い
た
だ
く
「
外
部
評
価
」
を
取

り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
改
善
・
改
革
に
着
手

▲職員を対象にした行政評価システムの説明会

　

南
あ
わ
じ
市
内
三
か
所
の
温
泉

施
設
が
共
通
で
利
用
可
能
な
「
三

湯
め
ぐ
り
共
通
入
浴
券
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

　

こ
の
券
で
入
浴
で
き
る
の
は
、

神
代
社
家
の
さ
ん
ゆ
〜
館
（
三
原

温
泉
）、
北
阿
万
筒
井
の
ゆ
ー
ぷ

る
（
筒
井
・
潮
崎
温
泉
）、
湊
の

ゆ
と
り
っ
く
（
う
ず
し
お
温
泉
）

の
三
か
所
の
温
泉
施
設
。

　

入
浴
券
は
、
一
組
十
一
枚
つ
づ

り
で
大
人
用
が
六
千
円
、
小
人
用

が
三
千
円
。
三
か
所
の
温
泉
施
設

で
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
内
の
温
泉
を
巡
っ

て
、
体
と
心
を
癒
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 　
三
湯
め
ぐ
り　
共
通
入
浴
券
を
発
行
ゆ
と
り
っ
く
、
さ
ん
ゆ
〜
館
、
ゆ
ー
ぷ
る▲三湯めぐり共通入浴券

　（11枚つづり）

４
月
か
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
月
々
の
保
険
料
が

２
８
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額

１
３
８
６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
年
金
を
支
え
る
力
と

給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の

改
定
で
す
。

納
め
た
額
の
１
・
７
倍
以
上
に

　

基
礎
年
金
額
の
３
分
の
１
は
国

が
負
担
し
ま
す
。
国
庫
負
担
が
あ

る
こ
と
で
、
若
者
で
あ
っ
て
も
平

均
的
に
長
生
き
を
す
れ
ば
、
納
付

し
た
額
の
１
・
７
倍
以
上
の
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と

な
り
ま
す
。

年
金
は
、
老
後
の
た
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
も
あ
り
、
万
一
の
と
き
も
安
心

で
す
。

便
利
な
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
方

　

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で

す
。
あ
な
た
の
指
定
し
た
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
さ
れ
、
納
付

の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど
に
行
く

必
要
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

１
年
分
や
６
か
月
分
を
一
括
し

て
前
払
い
で
納
め
る
前
納
も
口
座

振
替
が
お
得
で
す
。
前
納
し
て
か

ら
厚
生
年
金
等
に
加
入
さ
れ
た
場

合
、納
め
す
ぎ
た
保
険
料
は
後
日
、

還
付
さ
れ
ま
す
。

▽
口
座
振
替
の
申
込
み

　

金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
明
石
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
申
出
く

だ
さ
い
。
４
月
分
保
険
料
か
ら

口
座
振
替
早
収
割
引
制
度
（
早

割
）、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
前
納
を
ご
希
望
の
方
は
、
３

月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
で

の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所
☎

０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

◆
南
淡
公
民
館
会
場

▽
日
時　

４
月
７
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
申
込
み　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
市
民
課
（
☎
43
・
５
０
２
３
）
へ

◆
洲
本
市
民
会
館
会
場

▽
日
時　

３
月
17
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
申
込
み　

３
月
７
日
（
火
）
ま

で
に
洲
本
市
役
所
市
民
課
（
☎

22
・
３
３
２
１
）
へ

　

老
朽
化
に
よ
り
貯
水
機
能
が
低

下
し
、
改
修
工
事
を
進
め
て
い
た

農
業
用
の
た
め
池
「
池
ノ
谷
池
」

（
阿
万
塩
屋
町
）
が
完
成
し
二
月

十
四
日
、
地
元
関
係
者
ら
約
四
十

人
が
出
席
し
て
現
地
で
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
た
め
池
は
総
貯
水
量

三
万
三
千
立
方
㍍
、
堤
防
は
長

さ
百
十
三
・
五
㍍
、
幅
三
・
六
五

㍍
、
高
さ
八
・
三
㍍
。
総
事
業
費

は
一
億
二
千
七
百
万
円
。
関
係
農

家
は
阿
万
塩
屋
町
の
八
十
四
戸
、

受
益
面
積
は
四
十
三
㌶
。

　

同
池
は
老
朽
化
に
よ
る
水
漏
れ

が
発
見
さ
れ
、
堤
防
決
壊
の
恐
れ

も
あ
る
た
め
「
警
戒
た
め
池
」
の

指
定
を
受
け
、
洲
本
土
地
改
良
事

務
所
に
よ
っ
て
平
成
十
四
年
度
か

ら
工
事
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
漏
水
を
防
ぐ
た
め
粘

性
度
の
高
い
土
を
突
き
固
め
て
堤

防
を
築
き
、
た
め
池
の
前
面
に
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
っ

て
侵
食
の
防
止
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
取
水
施
設
と
し
て
二

門
の
樋
管
を
設
置
、
増
水
時
に
は

堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
の
洪
水

ば
け
も
改
修
し
ま
し
た
。

阿
万
塩
屋
町
の
農
業
用
た
め
池

▲完成を喜ぶ坂本賢次郎建設委員長（左）と坂本孝也
　塩屋町内会長

　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

自
然
災
害
。
自
宅
を
離
れ
、
勤
務

先
・
外
出
先
で
も
災
害
情
報
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
の
が
「
防
災
ネ
ッ

ト
」
で
す
。

主
な
特
徴

①
「
緊
急
情
報
メ
ー
ル
」
を
登
録

し
て
お
く
と
、
火
災
情
報
や
災

害
時
の
避
難
命
令
、
地
震
情
報

等
の
緊
急
情
報
を
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
「
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
」
を
登
録

し
て
お
く
と
、
各
種
情
報
が
更

新
さ
れ
た
際
に
メ
ー
ル
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
携
帯
電
話
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
だ
け
で
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

「
防
災
ネ
ッ
ト
」
を
ご
存
知
で
す
か

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

携
帯
電
話
に
防
災
情
報
が
入
っ
て
く
る

南あわじ市
（information)
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